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（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII Phak Pasaason Pativat Lao  [2006: 36-
37]）。その上で党は，「われわれは工業化と近代化を開発の優先事項とみなさな
ければならない。なぜなら，社会主義建設と工業化と近代化は同じ意味だか













に適合するよう創造的かつ適切に活用する」（Eekasaan Koongpasum Nyai 
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」（傍点―引用
者）にとって代わった（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason 






ムを構築することが掲げられている（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX 







（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 54-
55]）。能力主義と競争概念の導入である。
もうひとつの変化は党内手続きの明文化である。具体的には党規約が改正
され以下の条項が定められた。第 9 期党規約第 8 条では，どのような党決議
を協議する場合でも，党委員会委員または正党員の 3 分の 2 以上の参加が義
務づけられ，そして，決議承認の際にはいずれの場合も過半数以上の賛成が必
要と定められた（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat 
Lao  [2011: 102]）。第 8 期党規約ではこのような条件は定められておらず (2)，












する検査を深く，全面的かつ効果的に行う」（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang 
Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 37]）と明記された。そして責任分担体
制を執行し，また党指導下での民主集中制にもとづき，立法機関，行政機関，
司法機関の間の役割を明確にする（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX 













Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 99]）。政治報告では党内の
批判・自己批判の強化も強調されており，党指導部が党内の自己浄化能力を高
めようとしていることが窺える。さらに，党中央執行委員会は政治局の活動を
（第 15 条），そして政治局は党書記長の活動を検査する（第 17 条）とし（Eekasaan 





















序列 前期序列 氏名 党・国家役職（2011 年 9 月現在）
1 1 チュムマリー・サイニャソーン 党書記長，国家主席
2 3 トーンシン・タムマウォン 首相
3 4 ブンニャン・ウォラチット             国家副主席，書記局常任
4          11       パニー・ヤトトゥー　   　 　     　国会議長
5           6        アサーン・ラオリー                        副首相
6           8     トーンルン・シースリット             副首相，外務大臣 
7 9 ドゥアンチャイ・ピチット   　　   副首相，国防大臣
8 10 ソムサワート・レンサワット　      副首相
9 12 ブントーン・チットマニー 党中央検査委員会委員長，政府検査機構長，反汚職機構長
10 31 ブンポーン・ブッタナウォン 党中央事務局長
11 39 パンカム・ウィパーワン 教育・スポーツ大臣
（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 119-120] をも
とに筆者作成。
が確実となった。
表 1 は第 9 期政治局名簿である (5)。チュムマリーが書記長に再選され，ま
た大会前の予想通りサマーンとシーサワートが引退しブアソーンが降格した。
3 人以外は第 8 期政治局員全員が留任している。
新たに入局したのは 3 人，序列 9 位のブントーン党組織委員会委員長（役
職は選出時，以下同じ），10 位のブンポーン党事務局長，11 位のパンカム教育



























表 3 は今期の書記局名簿である (7)。今回新たに入局したのはブンポーン党中
央事務局長（役職は選出時，以下同じ），チャンシー党組織委員会委員長，スカ














（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII Phak Pasaason Pativat Lao [2006: 
160] をもとに筆者作成。
表 3　第 9期書記局





























めの思想・理論研究を統括している（Pasaason , 2011 年 8 月 23 日）。
2．党中央執行委員会人事









降格した主な幹部は，前回序列 7 位のブアソーン前首相と 13 位のソムバッ
ト前首都ヴィエンチャン党書記・知事である。ブアソーンは政治局だけでなく
中央執行委員からも降格しており，辞任問題の大きさが裏づけられよう。また










序列 前期序列 氏名 役職（2011 年 9 月現在）
1 1 チュムマリー・サイニャソーン 党書記長，国家主席
2 3 トーンシン・タムマウォン 首相
3 4 ブンニャン・ウォラチット 国家副主席，書記局常任
4          11       パニー・ヤトトゥー（女性）　　　　      国家議長
5           6        アサーン・ラオリー　　　　　　　　　   副首相
6           8        トーンルン･シースリット　　　　　　　 副首相，外務大臣
7 9 ドゥアンチャイ・ピチット 副首相，国防大臣
8 10 ソムサワート・レンサワット 副首相
9 12 ブントーン・チットマニー 党中央検査委員会委員長，政府検査機構長，反汚職機構長
10 31 ブンポーン・ブッタナウォン 党中央事務局長
11 39 パンカム・ウィパーワン 教育・スポーツ大臣
12 14 トーンバン・セーンアポーン 公安大臣
13 18 チャンシー・ポーシーカム 党組織委員会委員長
14 27 スカン・マハラート 首都ヴィエンチャン党書記・知事
15 42 セーンヌアン・サイニャラート 国防副大臣，国防省政治総局長
16 50 チュアン・ソムブンカン 党宣伝・訓練委員会委員長
17 22 サイソムポーン・ポムヴィハーン 国会副議長
18 21 ソムパン・ペンカムミー 国会副議長
19 17 オーンチャン・タムマウォン（女性） 労働・社会福祉大臣
20 19 ピムマソーン・ルアンカムマー ルアンナムター県党書記・知事
21 23 カムマン ･ スーンヴィルート ボケオ県党書記・知事
22 26 チャルーン・イアパオフー 司法大臣
23 28 スリウォン・ダーラウォン エネルギー・工業大臣
24 29 ブンペン・ムーンポーサイ（女性） 政府官房大臣（政府報道官），第７期国会議員
25 30 パンドゥアンチット・ウォンサー 国家建設戦線議長
26 32 カムブン・ドゥアンパンニャー サラワン県党書記・県知事
27 34 チャンサモーン・チャンニャーラート 国防副大臣，カイソーン ･ ポムヴィハーン国防学院院長
28 37 カムプーイ・パンマライトーン 国家社会科学アカデミー院長
29 38 ヴィライワン・ポムケー 農林大臣
30 40 カムサーン・スウォン 最高人民検察院院長
31 41 シンラウォン・クットゥパイトゥーン 政府官房大臣，官房長官
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32 43 カムパン・ポムマタット アッタプー県党書記・県知事
33 44 ソムコット・マンノーメーク シェンクアン県党書記・県知事
34 45 ソーンサイ・シーパンドーン チャンパーサック県党書記・知事
35 46 ナーム・ウィニャケート 工業 ･ 手工業大臣
36 47 トンイートー 国家建設戦線常任副議長
37 48 シーサイ・ルーデートムーンソーン（女性） ラオス女性同盟議長
38 49 サンニャーハック・ポムヴィハーン 国防省参謀総長
39 51 キケーオ・カイカムピトゥン 国家政治 ･ 行政学院院長
40 52 カムバイ・ダムラット カムアン県党書記・知事
41 55 ソムマート・ポンセーナー 公共事業・運輸大臣
42 新 ソムディー・ドゥアンディー 計画・投資大臣
43 新 プーペット・カムプーンウォン 財務大臣
44 新 ボーセンカム・ウォンダーラー 情報・文化・観光大臣
45 新 リアン・ティケオ サイニャブリー県党書記・県知事
46 新 エークサワン・ウォンヴィチット 保健大臣
47 新 カムラー・ローロンシー ラオス労働連盟議長
48 新 サイシー・サンティウォン 党中央組織委員会副委員長
49 新 カムペーン・サイソムペーン ルアンパバーン県党書記・知事
50 新 カムフン・フアンウォンシー フアパン県党書記・県知事
51 新 スウォーン・ルアンブンミー 国防省参謀次長
52 新 カムムーン・ポンタディー ヴィエンチャン県党書記・県知事
53 新 ソムケーオ・シーラーウォン 公安省政治総局長
54 新 カムチェーン・ウォンポーシー ポンサリー県党書記・県知事
55 新 パーン・ノーイマニー ボリカムサイ県党書記・県知事
56 新 スックコンセーン・サイニャルート ラオス国立大学学長
57 新 カムパン・シッティダムパー 最高人民裁判所長官
58 新 カムラー・リンナソーン ウドムサイ県党書記・県知事
59 新 カムプーイ・ブッダーヴィアン セコーン県党書記・県知事
60 新 スーントーン・サイニャチャック（女性） 前在ベトナム大使，党対外関係委員会副委員長
61 新 トンローイ・シーリウォン 国防省訓練局長





いる者には欠点がある」（Vientiane Times , 2011 年 4 月 26 日）と述べ，ソムバッ
トに何らかの問題があったことを示唆した。そして同式典においてソムバット
は，任期中に不法貿易，麻薬問題，窃盗，交通事故，土地問題などが拡大した
とする自身の欠点を認めた（Vientiane Times , 2011 年 4 月 26 日）。
今回新たに党中央執行委員会入りしたのは 20 人である。たとえば，序
列 42 位ソムディーは 2007 年から財務大臣に就任し，43 位のプーペットは
2005 年にラオス銀行総裁代行に就任し 2006 年からは総裁を，また 45 位の













政治局入りしたブンポーン党中央事務局長は 1955 年生まれであり，13 歳
の時に革命運動に参加した。革命経験は 7 年しかない。新たに党中央執行委
員となった序列第 45 位のリアン・サイニャブリー県党書記・知事は，1954






　表 5　第 8期，第 9期党中央執行委員の特徴
　 第 8 期 第 9 期
60 歳以上 20 人（36.36%) 24 人（39.34%)
最高齢 79 歳 75 歳
最年少 38 歳 42 歳
平均年齢 57 歳 58 歳
1975 年以前に革命参加 48 人（87.27%) 47 人（77.04%)
1975 年以降に革命参加 7 人（12.72%) 14 人（22.95%)
1975 年以前に入党 － 23 人（37.70%）
1975 年以降に入党 － 38 人（62.29%)
博士号保持者 13 人（23.65%) 20 人（32.78％）
（出所）Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII Phak Pasaason 
Pativat Lao  [2006: 156-157], Eekasaan Koongpasum Nyai 
Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 116-117]
をもとに筆者作成。
3．新内閣と国家機構の再編


















































































利害が一致した制度であり，教育の質の低下の一因であった（Vientiane Times , 
2011 年 9 月 15 日）。またパンカムは，2011 年 9 月 13 日に国営テレビの生放
2 章　今後の政治改革路線と新指導部
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表 7　内閣構成（2011 年 6月）
　 役職 氏名 政治局／書記局／党中央委員 前職
1 首相 トーンシン・タムマウォン 政治局 首相
2 副首相 アサーン・ラオリー 政治局 副首相，政府検査機構長
3 副首相兼外務大臣 トーンルン・シースリット 政治局 副首相，外務大臣
4 副首相兼国防大臣 ドゥアンチャイ・ピチット 政治局 副首相，国防大臣
5 副首相 ソムサワート・レンサワット 政治局 常任副首相
6 政府検査機構長（反汚職機構長） ブントーン・チットマニー 政治局 党組織委員会委員長
7 教育・スポーツ大臣 パンカム・ウィパーワン 政治局 教育大臣
8 公安大臣 トーンバン・セーンアポーン 書記局 公安大臣
9 労働・社会福祉大臣 オーンチャン・タムマウォン 中央委員 労働・社会福祉大臣
10 司法大臣 チャルーン・イアパオフー 中央委員 司法大臣
11 エネルギー・鉱業大臣 スリウォン・ダーラウォン 中央員 エネルギー・鉱業大臣
12 政府官房大臣，官房長 シンラウォン・クットゥパイトゥン 中央委員 計画・投資大臣
13 政府官房大臣 ブンペーン・ムンポーサイ 中央委員 首相府大臣，行政・公務員管理庁長官
14 政府官房大臣 ブンフアン・ドゥアンパチャン 　 ルアンパバーン県党書記・知事
15 政府官房大臣 ブンティアム・ピットサマイ 　 首相府大臣，国家科学・技術機構長
16 政府官房大臣 ドゥアンサワット・スパヌウォン 　 首相府大臣
17 政府官房大臣 ケムペーン・ポンセーナー 　 首相府大臣，国家水資源・環境機構長
18 農林大臣 ヴィライワン・ポムケー 中央委員 サワンナケート県知事
19 工業・商業大臣 ナム・ウィニャケート 中央委員 工業・商業大臣
20 公共事業・運輸大臣 ソマート・ポンセーナー 中央委員 公共事業・運輸大臣
21 計画・投資大臣 ソムディー・ドゥアンディー 中央委員 財務大臣
22 財務大臣 プーペット・カムプーンウォン 中央委員 ラオス銀行総裁
23 情報・文化・観光大臣 ボーセンカム・ウォンダーラー 中央委員 情報・文化副大臣
24 保健大臣 エークサワン・ウォンヴィチット 中央委員 保健副大臣
25 内務大臣 カムパーン・ピラウォン 　 ボリカムサイ県党書記・知事
26 科学・技術大臣 ボーヴィエンカム・ウォンダーラー 　 首相府官房長官








29 ラオス銀行総裁 ソムパオ・パイシット 　 ラオス銀行副総裁
（出所）Pasaason ，2011 年 6 月 16 日をもとに筆者作成。
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送で，国民から教育に関するさまざまな質問に答えるという画期的なことを


















































（2） 第 6 期党規約第 9 条第 2 項，第 7 期党規約第 8 条第 2 項では賛成多数条項が
定められていたが，第 8 期党規約（2006 年）で同条項は削除されている（Kot 
Labiap Khoong Phak Pasaason Pativat Lao  [1996], Kot Labiap Khoong Phak 
Pasaason Pativat Lao Samai Thii VII  [2001], Kot Labiap Khoong Phak Pasaason 
Pativat Lao  [2006]）。
（3） 第 8 期党規約第 8 条では個人的利益追求のための「職権乱用」が禁止されてい
た（Kot Labiap Khoong Phak Pasaason Pativat Lao  [2006]。






（7） 書記局は 1991 年の第 5 回党大会で書記長が党議長に変更されたのにともなっ
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